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1. はじめに 

2002 年 10 月 1 日台風 21 号が大島付近を通過し、

この地域に大きな被害をもたらした。さらに、その

６日後の 10 月 7 日未明、同地域北西部を竜巻が襲

い、宿泊施設、農業施設等に大きな被害が発生した。 
本報告は、これらの被害状況の現地調査結果をま

とめたものである。 

2. 調査概要 

調査年月日：2002 年 10 月 10 日～11 日 
調査担当者：松井正宏、小原久典 
調査項目 
 大島町役場：ヒアリング、情報収集 
 大島測候所：ヒアリング、情報収集 
 台風 21 号、突風被害地域：現地調査 

3 台風 21 号による大島町の被害 

3.1 台風時の風況 
図 1 に大島測候所における気圧、風向、風速の記

録を示す。気圧の顕著な低下から、台風 21 号は、

10 月 1 日 19 時頃最接近したと考えられる。大島測

候所における 19 時の風速は 18.7m/s、風向 SE であ

る。また、台風通過に伴い、風向が変化し、22 時頃

再び風速が強くなり22時には風速19.1m/s、風向SW
を記録した。また、同日の最大風速および最大瞬間

風速はそれぞれ、20.7m/s(風向 SW)、45.7m/s(風向

SSE)であった。大島測候所は、島の西側に位置して

おり、西側からの風には敏感であるが、東よりの風

は三原山の風下となっており、この影響を無視でき

ない。従って、大島測候所の風速変化が島全体の風

の様子を表わすとは限らない。 
3.2 主な被害 
大島は、西ないし南西の風の頻度が多く、これら

の風による被害はあまり出ない。今回の台風 21 号

は、北東より山(三原山)から吹き下ろす風で、多少

被害が出た。 
顕著な被害は三原山山頂西側付近の土産物店、茶

屋に見られた。「御神火茶屋」は、平断面 6m×10m
程度の平家木造。腰壁以下を残し、上屋がすべて飛

散した。被害発生当時風向は北東方向であったとい

う。飛散した上屋は一体のまま、一棟越えて南西側

に落下した。また、付近の建物には飛散物による被

害が多数見られる。 
3.3 役場に届けられた被害の特徴 
この台風による大島町役場への被害届出は約 80

件であり、大きな被害は、前出の三原山山頂付近で

の被害である。その他の被害は、元町、差木地地区

で発生しているが、そのほとんどは、トタンのめく

れ、倒木等である。倒木による被害は、電話線の切

断、道路通行不能等を引き起こしている。また、届

出被害約 80 件中、風以外の要因によるものはおも

に流水によるものであるが、5 件程度で比較的少な

い。 

 

図１ 台風 0221 号通過時の気圧変化（大島測候所） 
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図２ 台風 0221 号通過時の風向変化（大島測候所） 

 

図３ 台風 0221 号通過時の風速変化（大島測候所） 
 

図４ 上屋が吹き飛ばされた御神火茶屋 
 

図５ 展望台 北東面の窓ガラスの被害 
 

図６ 北東側 屋根、庇の被害 
 

4 10 月 7 日の突風による被害 

4.1 突風発生時の大島の風況 
突風が発生したのは、現地居住者の証言から 10

月 7 日 3 時頃と推察される。その当時の大島測候所

における風速は、8〜9m/s 程度である。大島測候所

における風速は、その後、徐々に大きくなり、同日

8 時には 13.5m/s となっている。このことから測候

所の風速計は直接突風をとらえてはいない。 
当時の気温と、気圧の変化は、5 時頃に現れてい

る。気圧が 4 時から 6 時にかけて、約 2hPa 低下し、

その後元に回復した。また気温は、2 時から 7 時に

かけて 2.5 度上昇し、10 時には 2 時頃の気温に戻っ

ている。このことから、この時間帯になんらかの擾

乱を伴う前線等が通過したと考えられる。 
今回の突風は竜巻とみられ、藤田スケールで F1

とされているが、F2 に近い強さである。 
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4.2 突風による被害 
 図6に今回の突風発生地点付近の拡大図を示す。

突風被害が発生したのは、万立海岸から碁石浜を結

ぶ約 2km の直線上、幅 100m 程度である。この地域

は島の市街地(元町)からははずれ、観光宿泊施設や

人家が点在し、森林、農地などが多くの面積を占め

ている。 
特に顕著な被害は、(A)万立地区の被害および(B)

新開地区の農業施設の被害である。 
4.2.1 万立地区の被害(A) 
万立海岸から約 200m 内陸に位置する地域で宿泊

施設の全壊が見られた(図 7〜10)。この被害によっ

て発生した飛散物が北北東に落下した。飛散物は宿

泊施設の屋根に使用されていたビニルトタンや、畳

で、その最大飛散距離はおよそ 500m にも達した。

この施設の宿泊者は無事であったが、当時、畳が巻

き上げられた後に壁面が破損し、畳等が遮ることに

よりガラスの破片からの被害を免れたという。この

宿泊施設の屋根は完全に飛散しており、畳は屋根と

共に吸い上げられて飛散したと考えることができ

る。また、この宿泊施設に隣接する母家の被害は、

玄関の窓ガラスが飛散物により破損することが先

行した。屋根面には、風上の宿泊施設からの飛散物

による擦過痕がのこされていた(図 11)。飛来物衝突

の跡は壁面等に見られたが大きな被害にはつなが

っていない。この母家の構造は在来構法で、スレー

トの瓦が飛散したり軒裏等に被害が発生した(図
12)。しかし、屋根板が飛散する等の被害は出てい

ない。また、ここの住人は当時耳に圧力を感じたと

述べている。 
大きな被害を生じた宿泊施設(図 7)から上述の母

家を挟んで位置する住宅では、屋根瓦の被害が見ら

れた(図 13)。また、被害を生じた宿泊施設から南西

寄りの林の樹木に転倒等の被害が見られた(図 14)。
さらに約 30m 北西寄りの宿泊施設には、図 7 の宿

泊使節側(南側)の屋根のみスレート瓦が飛散する被

害が生じている(図 15)。その宿泊施設に隣接する住

宅ではベランダのビニルトタン庇が飛散した(図
16)。 
この地点から、さらに北東約 200m の位置で、倉

庫が浮き上がり北西側に傾くという被害も見られ

た(図 17)。この倉庫に被害が発生した地点では、風

上に当たる宿泊施設(図 7)からの飛散物が多く飛来

した。 
4.2.2 新開地区の被害(B) 
万立の宿泊施設の全壊被害地点から北北東に

1.5km の新開地域で農業施設(ビニルハウス)と樹木

(椿)の倒木被害が見られた(図 18-22)。農機具等比較

的重量の大きな物が格納されたビニルハウスは、頂

部と、側面の一部に引きちぎられたような被害が見

られる(図 18、19)。その他のビニルハウスは、隣接

する樹木の転倒により骨組が損傷を受けている(図
20)。椿は根元から引き倒されるような転倒状況で

ある(図 21、22)。 
突風の影響が見られたのはこの付近ではこの地

点に集中しており、隣接する林等では、樹木に被害

が見られない(図 23)。 
4.3 被害の特徴、その他の気象情報 
4.3.1 被害の間欠的発生 
大島測候所では、突風発生直後の調査でこの突風

はフジタスケール F1 の竜巻であるとした[1][2]。顕

著な被害は、万立の宿泊施設付近と、新開の農業施

設の 2 箇所であり、その間は倒木等の被害は若干有

るが、突風の影響は大きくない。 
4.3.2 その他の気象情報 
突風による被害地域は、大島空港まで 500-600m

と比較的接近している。図 24、図 25 に突風発生と

思われる時刻付近での大島空港分室での風向、風速

と大気圧の変化を示す。竜巻発生当時、大島測候所

大島空港分室では、3:10 に瞬間最大風速 23m/s、同

時刻風速 18.0m/s を記録した。気圧は、風速が高い

時刻に 2分程度先立って、約 4hPa 急激に低下した。

また、最低気圧発生 13 分前には風速 19m/s の極大

値を記録している。 
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図  突風発生位置 

 
図  突風発生位置 
 
 

 

写真 6.3 全壊した宿泊施設 
 

 
写真 6.4 宿泊施設の窓ガラス，サッシ被害 
写真 6.6 宿泊施設の外壁に残る飛散物衝突跡 
 

 

写真 6.7 宿泊施設からの飛散物によって隣接す

る住宅の屋根に発生した被害 
 
 

 

写真 6.9 隣接する家屋の屋根瓦の被害 

 

写真 6.11 スレート瓦が片面のみ剥がれる被害

壁，窓には飛散物衝突跡がみられる 
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写真6.13 宿泊施設から東約200mの場所で

倉庫が 
 傾き家屋に寄り掛かった．調査時点では

倉庫は 
 撤去されていた．（基礎のコンクリートが

残る） 
 
 

 

写真 6.14 ビニルハウスの被害 
 

 

写真 6.16 倒壊した樹木(椿)によるビニルハウス

の被害 
 
 

 

写真 6.18 樹木(椿)の被害状況：倒壊後，後始末

のため切断されている． 
 

 

図 6.7 大島空港分室での気圧の変化 
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図 6.6 大島空港分室での風向，風速の変化 
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